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平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
６

月
20
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

承
認

○
北
竜
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

推
薦

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　
藤
井
　
光
子 

氏
（
新
）

原
案
可
決

○
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る

協
定
書
に
つ
い
て

○
北
竜
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
７
５
，
０
１
５

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，

４
２
１
，
０
１
５
千
円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
２
，
８
３
２
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
２

５
，
８
３
２
千
円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
診
療
所
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
，
１
５
６
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
０

４
，
１
５
６
千
円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
４
４
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
１
１
，

３
４
４
千
円
と
す
る
。

報
告
済

○
株
式
会
社
北
竜
振
興
公
社
の
経

営
状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

に
つ
い
て

意
見
書
提
出

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
北
海
道
主
要
農
作
物
種
子
条
例

の
制
定
に
関
す
る
要
望
意
見
書

一
般
質
問

　
３
名
の
議
員
か
ら
３
件
の
一
般

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
内
容

に
つ
い
て
は
、
８
月
号
に
掲
載
予

定
で
す
。

　
６
月
８
日
、
町
理
事
者
・
担
当

課
長
出
席
の
も
と
、
町
内
行
政
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
視
察
場
所

○
教
育
委
員
会
関
係

（
真
竜
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
碧

水
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
外
）

○
住
民
課
関
係

（
和
市
街
地
防
犯
カ
メ
ラ
・
和
保

育
所
外
）

○
産
業
課
関
係

（
み
の
り
っ
ち
北
竜
・
ひ
ま
わ
り

の
里
・
農
産
物
加
工
実
習
セ
ン
タ

ー
外
）

○
企
画
振
興
課
関
係

（
商
業
活
性
化
施
設
・
北
竜
温
泉
・

旧
恵
岱
別
都
市
と
農
村
交
流
セ
ン

タ
ー
外
）

○
建
設
課
関
係

（
培
本
社
古
作
線
・
和
浄
化
セ
ン

タ
ー
外
）

○
総
務
課
関
係

（
桜
岡
独
身
寮
外
）

▲建設業者による
　北竜温泉改修工事の説明

▲教育委員会による真竜小学校
　グラウンド暗渠工事の説明



7 平成３０年７月号

　
田
植
え
も
終
わ
り
、
一
段
落
の

こ
の
頃
で
す
が
、
近
郊
の
町
村
に

お
い
て
大
型
の
水
田
〔
２
～
３

ha
〕
へ
の
工
事
が
行
な
わ
れ
て
お

り
、
町
内
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
圃
場
が
作
ら
れ
た
の
は
、

昭
和
40
年
代
に
農
業
の
近
代
化
を

図
る
た
め
に
、
当
時
の
５
ａ
前
後

の
水
田
を
30
～
50
ａ
へ
と
変
更
計

画
が
立
て
ら
れ
、
町
内
に
お
い
て

は
、
碧
水
地
区
か
ら
昭
和
40
年
の

10
月
よ
り
旭
川
の
業
者
に
よ
る
、

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
用
排
水
工
事
に
か
か
っ

っ
た
が
、
全
部
ス
コ
ッ
プ
に
よ
る

手
掘
り
で
ユ
ン
ボ
は
一
台
も
な
く
、

人
海
戦
術
で
現
在
と
は
大
違
い
で
、

ブ
ル
ド
ー
ザ
も
湿
地
ブ
ル
は
一
台

も
無
い
な
か
、
昭
和
41
年
の
春
工

事
で
は
、
春
の
天
候
が
悪
く
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
も
各
所
で
泥
濘
り
、
水

田
は
泥
沼
と
化
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
耕
起
、
代
掻
き
の
出
来
る

所
は
一
部
に
限
ら
れ
、
ブ
ル
ド
ー

ザ
に
よ
る
代
掻
き
を
し
た
た
め
、

腰
ま
で
泥
水
に
つ
か
っ
て
の
田
植

え
と
な
り
ま
し
た
。
田
植
え
も
一

ヶ
月
遅
れ
、
６
月
20
日
頃
ま
で
か

か
り
ま
し
た
。

　
当
時
を
振
り
返
る
と
、
何
年
も

か
か
っ
て
築
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
愛

着
あ
る
土
地
を
、
境
界
を
無
視
し

て
作
り
替
え
、
大
型
機
械
の
導
入
、

圃
場
整
備
の
先
進
地
も
少
な
く
、

視
察
し
て
も
参
考
に
な
る
も
の
が

少
な
い
な
か
、
何
回
も
会
合
を
重

ね
て
不
安
の
な
か
参
加
し
た
の
で

あ
る
。

　
当
時
の
地
区
内
の
リ
ー
ダ
ー
は

農
業
近
代
化
の
名
の
も
と
に
、
機

械
化
、
共
同
化
を
し
、
婦
人
の
労

働
の
軽
減
な
ど
粘
り
強
い
説
得
が

あ
り
、
今
日
の
基
礎
を
築
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　
今
は
農
業
機
械
大
型
化
、
効
率

化
を
求
め
て
よ
り
大
き
な
水
田
に

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
山
本
剛
嗣
）


